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北海道における仏教寺院の分布について
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要旨
  本稿は，北海道における開拓移民母集団（東北 6 県，北陸 4 県，そして東京・徳島・香川・岐阜県の開拓移民戸を 1 つの大移民集
団とした）と系統別の寺院構成比の関係を考察したものである。北海道の開拓ピーク期は，明治 19（1886）年から昭和 11（1936）
年までであるが，開拓を多く出したのは東北 6 県（289,217 戸，41.4％），北陸４県（184,064 戸，26.3％），東京都・徳島・香川・岐
阜県（66,065 戸，9.9％）である。東北は禅宗の卓越する地域であり，北陸は浄土真宗系の卓越する地域であることから，北海道に
浄土真宗（特に大谷派）・禅宗（特に曹洞宗）系寺院が多く建立されることになったと推測できる。真宗本願寺（西本願寺）派寺院
総数は，真宗大谷派より 148 寺少ないが，これは北海道における真宗大谷派と江戸時代における松前藩との結び付きがあったから
である。禅宗は（松前家時代）曹洞宗だけが布教を許され，明治以前に開基した寺院数は 40 寺で，真宗大谷派より 7 寺多い。明治
元（1868）年から 20（1887）年までに 41 増えて真宗大谷派より 2 寺多いが，明治 21（1888）年から 30 年までに 66 寺しか増えなかった。
真宗大谷派はこの時期に 127 寺増えている。この原因を考えると，まず第 1 に明治 29（1896）年までに継続した内紛のため他派よ
りも布教が遅れたこと，第 2 にこの時期の開拓者の出身地は，富山を筆頭に北陸出身者が多かった（曹洞宗の卓越する地域東北出
身者の増加は，明治 38（1905）年以降）ことが挙げられる。従って明治 32（1899）年以後，布教は進まず，本格化するのは明治 40（1907）
年以降で明治 31（1898）年から 45（1912）年までには 98 寺増加し（真宗大谷派 151 寺），合計 245 寺となった（真宗大谷派の合計
は 355 寺）。浄土真宗系卓越地域の北陸からの移民は（明治 19（1886）年から大正 11（1922）年まで），全移民の 26.3％を占め，曹
洞宗が卓越する地域の東北からの移民者は 41.4％を占めている。このことは北海道における曹洞宗寺院の優位性を生む要因となるべ
きものであったが，上記した理由により真宗大谷派などの浄土真宗の宗勢に及ばなかったと考えられる。
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Ｉ．北海道における仏教寺院の分布
　この報告は，開拓によって他地域の宗教文化が伝播
した新興地域である北海道において，現在いかなる仏
教宗派の寺院がどのように分布し，また寺院勢力（宗
勢）の展開をもたらした要素が何であるかを明らかに
することを目的とする。
　北海道の寺院を宗教地理学的な立場から研究してい
る論文は稀である。宗教地理学の論文の中で，北海道
における寺院にふれているものとしては，望月（1930），
寿栄松（1955），内田（1959，1971）などがあるものの，
これらでは詳しい説明がなされていない。そこで本報
告は，北海道における寺院の詳細な分布と展開につい
て宗教地理学的な立場から説明を行う。なお，研究方
法としては，北海道における寺院分布の状況を宗派別
に概観し，宗勢の展開をもたらした要素を明らかにす
る。
　北海道の仏教文化的地域区分を設定するには，まず
北海道における各仏教宗旨の信徒数を把握しなければ

ならない。しかし，井門・吉田編（1970）や内田（1971）
などで述べられているように，各宗派の正確な信徒数
を把握することは困難である。そこで，寺院の分布に
よって検討することとし，北海道の寺院分布を地図化
する。なお，廃寺になったものは，今回は取り扱わず，
寺院の変遷については現存する寺院のみで考察した。

Ⅱ．北海道における寺院分布の概観
　平成元（1989）年 3 月現在の『北海道宗教法人名
簿』によると，北海道の仏教法人数は 2,282 寺となっ
ている。系統別にみると，浄土真宗が 990 寺（全寺院
の 43.4％）と最も多く，次に禅宗系が 476 寺（20.9％），
日蓮宗系が 336 寺（14.7％），真言宗系が 265 寺（11.6％）
と続く。さらに，少数の寺院として浄土宗系 155 寺

（6.8％），天台宗系 21 寺（0.9％），その他 39 寺（1.7％）
が存在する 1）。宗派別にみると，真宗大谷派が 500 寺

（全寺院の 21.9％，浄土真宗系の 50.5％）2），曹洞宗が
444 寺（禅宗の 93.3％），真宗本願寺派 352 寺，日蓮
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表1　支庁別系統別の宗勢　　　　　　　　　　単位（上段： 寺数，下段： ％）
支庁名　系統別名 浄土真宗派 禅宗系 日蓮宗系 浄土宗系 真言宗系 天台宗系 その他 計

宗　谷 35 28 17 9 3 0 1 93
37.63 30.11 18.26 9.68 3.23 1.08

留　萌 31 22 15 10 10 0 2 90
34.44 24.44 16.67 11.11 11.11 2.22

上　川 130 46 29 15 8 4 1 263
49.43 17.49 11.03 5.7 14.45 1.52 0.38

網　走 89 40 25 8 25 1 2 190
46.84 21.05 13.16 4.21 13.16 0.53 1.05

根　室 18 15 5 3 4 0 2 47
38.30 31.91 10.64 6.38 8.51 4.26 

釧　路 39 26 14 3 10 0 1 93
41.94 27.96 15.05 3.23 10.75 1.08 

十　勝 91 30 16 2 32 1 3 175
52.00 17.14 9.14 1.14 18.29 0.57 1.71 

日　高 26 12 12 3 7 1 0 61
42.62 19.67 19.67 4.92 11.48 1.64 

空　知 183 56 45 15 43 1 4 347
52.74 16.14 12.97 4.32 12.39 0.29 1.15 

石　狩 120 38 46 15 31 6 14 271
44.28 14.02 16.97 5.54 11.44 2.21 5.17 

胆　振 56 27 30 6 20 0 2 141
39.72 19.15 21.28 4.26 14.18 1.42 

後　志 87 56 33 20 29 3 1 229
37.99 24.45 14.41 8.73 12.66 1.31 0.44 

檜　山 27 20 6 15 3 0 0 71
38.03 28.17 8.45 21.13 4.23 

渡　島 58 60 42 30 10 4 6 210
27.62 28.57 20.00 14.29 4.76 1.90 2.86 

計 990 476 336 155 265 21 39 2,282
43.38 20.86 14.72 6.79 11.61 0.92 1.71 

図1　北海道開拓者出身地域分布図（1886~1936 年）　永井（1966），桑原（1968）により作成。
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宗 213 寺（日蓮宗系の 87.7％），浄土宗 136 寺（浄土
宗系の 87.7％），真宗興正寺派 66 寺の順となる。これ
ら 7 宗派で全寺院の 80.9％を占めている。
　次に支庁別・系統別の宗勢を捉えてみると 3），浄土
真宗系寺院が全体として他宗を圧倒していることは明
白であるが，特に空知支庁では全寺院の 52.7％（183
寺）を占め，十勝支庁（91 寺），上川支庁（130 寺），
網走支庁（89 寺）においても寺院比率 46％以上を占
めている。内陸部で卓越しているが，人口が海岸側
に多い渡島支庁（58 寺，27.6％），宗谷支庁（35 寺，
37.6％），留萌支庁（31 寺，34.4％）では，比較的寺
院の勢力は弱い。禅宗系寺院は，渡島支庁において強
勢で 60 寺（28.6％）を数えている。内陸部では，浄
土真宗系に押されているが，根室・宗谷・留萌・檜山
での比率は真宗系に迫っている。禅宗系寺院総数 476
寺のうち郡部に 307 寺建立されていることから禅宗系
寺院は拡散して分布していることが判る。日蓮宗系は，
胆振（30 寺），石狩（46 寺）で禅宗系の比率より上回っ
ている。真言宗系は，十勝で 32 寺存在し 18.3％を占め，
浄土真宗系の 52％に次ぐ。最も真言宗系寺院数の高
い空知支庁では，12.4％（43 寺）を占め，比率順位は
4 位である。浄土宗は，全体的に劣勢であるが，道南
にやや偏在した分布現象がみられることは注目できよ
う。
　北海道における系統別の寺院構成比（表 1）と開拓
移民母集団の関係を巨視的見地から考察してみる。開
拓ピーク期は，明治 19（1886）年から昭和 11（1936）
年までであるが，この期間における開拓移民の出身地
域は，東北６県（289,217 戸，41.4％），北陸 4 県（184,064
戸，26.3％），東京都・徳島・香川・岐阜県（66,065

戸，9.9％）が大部分である 4）（図 1）。全開拓移民戸
の 77.6％をこれらの都県で占めていることは注目でき
る。東北は禅宗の卓越地域であり，東北で建立されて
いる寺院 2,758 寺のうち禅宗系寺院が 49.3％を占める。
一方，北陸は浄土真宗系の卓越する地域であり，北陸
全体で建立されている 4,414 寺のうち，浄土真宗系寺
院が 55.8％を占める。これらの地域からの移民が多い
ことが，北海道に浄土真宗（特に真宗大谷派）・禅宗（特
に曹洞宗）系寺院が多く建立される背景になったと推
定できる。また日蓮宗および浄土宗系は，開拓移民母
集団を形づくっている地域において北海道と同様に宗
勢は弱い。真言宗寺院の卓越する徳島県（全寺院 469
寺のうちの 69.7％を占める）や香川県（全寺院 331 寺
のうちの 35.7％を占める）の開拓者は，北海道におけ
る真言宗寺院の建立に影響を与えたと思われる。天台
宗系は，開拓者をあまり出していない茨城・三重・滋
賀・群馬・千葉県に多く，北陸・東北では，マイノリ
ティーグループであるため北海道でも極端に少ない。

Ⅲ．北海道における真宗大谷派寺院（東本願寺）の
　　分布
　真宗大谷派寺院は，空知支庁（89 寺，25.7％），石
狩支庁（62 寺，22.9％），上川支庁（54 寺，20.8％），
網走支庁（44 寺，23.2％）に多く建立されているが，
宗谷支庁，根室支庁，釧路支庁，後志支庁，渡島支庁
の各支庁では，曹洞宗より劣勢である（表 2）。次に，
大谷派寺院分布図（平成元（1989）年 3 月現在）をも
とにして，具体的な分布をみる（図 2）。真宗大谷派
寺院は，札幌市（39 寺），旭川市（16 寺），小樽市（11
寺）に集中しているが，全体的にみると石狩平野をは

表2　支庁別宗派別の宗勢　　　　　　　　　　単位（上段： 寺数，下段： ％）

支庁名 真宗
大谷派 曹洞宗 真宗

本願寺派 日蓮宗 浄土宗 高野山
真言宗

真宗
興正寺派

真言宗
智山

真言宗
醍醐

法華
真門

法華
本門 その他 計

宗　谷 20 28 14 10 9 2 0 1 0 5 0 4 93
21.51 30.11 15.05 10.75 9.68 2.15 1.08 5.38 4.30 

留　萌 22 22 9 11 10 3 0 2 3 0 0 8 90
24.44 24.44 10.00 12.22 11.11 3.33 2.22 3.33 8.89 

上　川 54 38 51 19 10 21 13 7 2 2 2 44 263
20.53 14.45 19.39 7.22 3.80 7.98 4.94 2.66 0.76 0.76 0.76 16.73 

網　走 44 40 31 18 6 18 10 6 1 1 4 11 190
23.16 21.05 16.32 9.47 3.16 9.47 5.26 3.16 0.53 0.53 2.11 5.79 

根　室 10 14 8 4 3 2 0 2 0 0 0 4 47
21.28 29.79 17.02 8.51 6.38 4.26 0.00 4.26 8.51 

釧　路 19 20 19 7 3 8 1 1 0 0 2 13 93
20.43 21.51 20.43 7.53 3.23 8.60 1.08 1.08 2.15 13.98 

十　勝 42 28 40 11 2 11 3 3 13 2 1 19 175
24.00 16.00 22.86 6.29 1.14 6.29 1.71 1.71 7.43 1.14 0.57 10.86 

日　高 15 12 9 7 3 3 0 1 2 0 4 5 61
24.59 19.67 14.75 11.48 4.92 4.92 0.00 1.64 3.28 6.56 8.20 

空　知 89 53 62 24 6 24 17 5 5 10 5 47 347
25.65 15.27 17.87 6.92 1.73 6.92 4.90 1.44 1.44 2.88 1.44 13.54 

石　狩 62 35 40 29 13 10 8 10 8 8 1 47 271
22.88 12.92 14.76 10.70 4.80 3.69 2.95 3.69 2.95 2.95 0.37 17.34 

胆　振 28 23 21 19 6 10 4 5 1 1 5 18 141
19.86 16.31 14.89 13.48 4.26 7.09 2.84 3.55 0.71 0.71 3.55 12.77 

後　志 42 53 24 23 19 17 8 5 2 3 2 31 229
18.34 23.14 10.48 10.04 8.30 7.42 3.49 2.18 0.87 1.31 0.87 13.54 

檜　山 21 20 6 6 15 2 0 0 0 0 0 1 71
29.58 28.17 8.45 8.45 21.13 2.82 1.41 

渡　島 32 58 18 25 30 5 2 2 2 3 2 31 210
15.24 27.62 8.57 11.90 14.29 2.38 0.95 0.95 0.95 1.43 0.95 14.76 

計 500 444 352 213 135 136 66 50 39 35 28 283 2281
21.92 19.47 15.43 9.34 5.92 5.96 2.89 2.19 1.71 1.53 1.23 12.41 

平成元年 3 月現在
北海道宗教法人名簿による北海道総務部学事課
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じめとする豊穣地域に数多く分布していることが大き
な特徴といえよう。
　日本において浄土真宗が巨大教団に変貌できた理由
としては，荘園制の崩壊に伴って急速に発達してきた
郷村制農村社会が確立した時，「講」を基盤とした親
鸞教学の核を，多様な階級の人々に判り易い日常用語
を使って説明したことが第一に挙げられる。この時に
布教の支えとなった「講」は，ミクロな宗教的結合の
域を超え，農民自治単位としての性格に変化しその組
織的基盤となった 5）。すなわち，信仰と世間的生活調
和・真俗二諦が合体した宗教的生活実践を教義の中心
とすることから，人間生活の場にスムーズに入ること
ができ，共同体意識を持つ農民に受け入れられること
になった。北海道で最も米作農業が盛んな上川盆地，
富良野盆地，名寄盆地に真宗大谷派寺院の分布が目
立っている。また日本において，ジャガイモ，豆類収
穫面積の最も高い十勝平野に比較的集中し，北見市と
その周辺にも散在している。増毛町雄冬から天塩町天
塩までの海岸線には 19 寺が並んでいるが，日高支庁
の海岸線にはあまり分布していない。真宗本願寺派寺
院の分布と相違性のある地域は，後志支庁，檜山支庁，
渡島支庁であり，真宗大谷派が 95 寺建立されている
のに対し，真宗本願寺派は 48 寺建立されているだけ
である。
　次に寺院分布の変遷を考察する。明治以前に建立さ
れた寺院 33 寺中，31 寺は道南地方の海岸側に建立さ
れた。それは関（1971）における開拓変遷図と一致し
ているが，むしろ江戸時代に現在の松前町南方の福山
に建立された真宗大谷派最古の専念寺と松前藩が特別
な友好関係を持ったことが初期の寺院分布に強い影響
を与えた 6）。真宗大谷派寺院は，明治元（1868）年か
ら 10（1877）年までの間に 13 寺増加した。これに対
して，寿都湾岸とその南西部，島牧村，余市湾岸，石
狩湾岸では分布は少なく，札幌郡に 1 寺建立されてい
るのみである 7）。この時期に開拓が行われた根室半島

や厚岸湾岸にも真宗大谷派の寺は存在していない。明
治 11（1878）年から 20（1887）年までの間には 31 寺
増加したが，依然として浄土真宗発展の前段階といえ
る。明治 21（1888）年から 30（1897）年までの間に
は 127 寺増加した。岩内平野・尻別川上流域平野では
集中的に増加しているものの道南地方の寺院の発達は
やや停滞しており，この時期に開拓が進んだ石狩平野
と増毛山地東部の平野，留萌の海岸平野に寺院建立が
目立つ。道東は，土地分割が不活発で，活発化するの
は大正時代に入ってからなので，この時期（大正時代）
には 35 寺のみ建立されたにすぎない（表 3）。明治 31

（1898）年から 45（1912）年までの間には，151 寺が
新たに建立され，特に道央への進出が顕著になる。石
狩平野で益々増えているとともに，名寄・上川・富良
野の各盆地に進出している。十勝平野にも進展傾向が
伺えるが，オホーツク海沿岸地方では停滞状態である。
だがオホーツク沿岸地域は，大正時代に入ると際立っ
て寺院が進出するのである。真宗大谷派は，昭和時代
になって 84 寺が建立されたが，特に札幌市とその周
辺，また室蘭市とその周辺などに集中した 8）。
　真宗大谷派寺院分布とその変遷に影響を与えた要素
は何であろうか。仏教は，開拓者と宗教的関係を持っ
ただけでなく，教団の布教と宗制により寺院を形成さ
せ成長させていった 9）。北海道における真宗大谷派の
萌芽は，徳川時代以前にみられたが，それが明瞭化す
るのは，本尊事件を契機とした大谷派専念寺と松前家
との結び付きからである 10）。松前藩は寺院を政治に
活用し，寺地の整理・寺町の整備に力を入れた。たと
えば 13 代藩主武田道広の時代，真宗本願寺派寺院建
立の動きがあったが松前家は，真宗本願寺派を弾圧し
布教を許さなかった。この歴史的事実は，道南地方で
の真宗本願寺派の布教を遅らせ，現在の分布に影響を
与えた。真宗大谷派寺院全国統計表によると，開拓移
民母集団を形づくっている地域に，平成元（1989）年
現在 4,151 寺が建立されている（全国の 47.3％を占め
ている）。北海道の真宗大谷派寺院数は全国的にみて
も多い方で，47 都道府県中 8 位であるが，開拓者を

図2　北海道における真宗大谷派寺院の分布（1989 年現在）
　　　真宗大谷派寺院名簿により作成。

表3　北海道地域別移住者の推移
年　次
国　別

明治 20 年
～ 29 年

明治 30 年
～ 39 年

年　次
支庁別

明治 40 年
～大正 11 年

石　狩 24,973 戸 41,373 戸 石　狩 34,938 戸
後　志 16,298 23,299 空　知 48,284 
渡　島 23,619 23,901 上　川 52,149 
胆　振 4,659 11,013 後　志 35,477 
日　高 1,731 2,197 檜　山 3,358 
土　勝 980 7,920 渡　島 26,721 
釧　路 2,629 3,511 胆　振 22,446 
根　室 3,303 1,646 浦　河 4,397 
千　島 94 1,775 河　西 21,118 
北　見 4,436 9,563 釧路国 15,104 
天　塩 2,030 8,268 根　室 2,830 

85,562 134,466 網　走 29,140 
宗　谷 13,123 
留　萌 2,037 
合　計 311,122 
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多く出した都府県ほど相対的にみて真宗大谷派寺院数
が多く，逆に開拓者をあまり出していない府県のその
数は一般的に低くなっている。真宗大谷派寺院分布と
その変遷に与えた第一の要素は，上記したように開拓
移民母集団の出身地の多くが大谷派卓越地域であるこ
とをあげておきたい。また教勢拡張の実道的展開は，
富山県を筆頭に北陸出身者が多く移住した明治末期か
ら昭和初期にみられ，北海道仏教会を組織化させ，地
域の人間との関係を強化させていった。

Ⅳ．北海道における真宗本願寺派寺院（西本願寺）の
　　分布
  北海道における真宗本願寺派寺院総数は，真宗大谷
派より 148 寺少ないが，上川，釧路，十勝，空知の各
支庁では，比較的真宗本願寺派の率が高い。本願寺教
団は，第 11 世顕如の没後，相続問題により 2 派に分
かれたが，宗制が対立するのみで真宗教義の骨格（絶
対他力により阿弥陀仏の本願力で浄土に入り，仏にな
るということ）には相反しない（戸頃，1967）。
　後志支庁（24 寺，10.5％），檜山支庁（6 寺，8.5％），
渡島支庁（18 寺，8.6％）における本願寺派寺院数は
他宗と比べかなり少ないが，その理由は前記した通り
である（図 3）。石狩支庁では，40 寺建立されているが，
札幌市がそのうちの 27 寺を占め，また旭川市（14 寺）・
函館市（10 寺）にも集中している。岩見沢市は，大
谷派 3 寺に対して本願寺派を 6 寺有し，芦別市は，曹
洞宗と同数の７寺を有する。上川支庁，十勝支庁，根
室支庁，釧路支庁の真宗本願寺派寺院数 118 寺と真宗
大谷派寺院数（125 寺）の差は 7 寺のみだが，十勝支
庁における両派の分布には相違性がみられる。
　安政 4（1857）年，北海道に真宗本願寺派の布教，
開墾が僧法恵により始まり，上磯郡に丹馬・越中・加
賀・能登の信徒を従事させたため（須藤，1966），現
在宗勢の弱い道南地方にあって局部的に函館市から上

磯町では卓越している。江戸時代，真宗本願寺派は，
松前藩から排斥されたため明治元（1868）年には函館
と小樽と江差に 3 寺建立されていただけであった。明
治 2（1869）年から 15（1882）年までの開拓使時代に
は 3 寺が建立され，明治 15（1882）年から 19（1886）
年までの 3 県 1 局時代には 1 寺が建立されたにすぎな
い。真宗本願寺派は，札幌に布教策の核を置いたが，
明治 20 年代初頭に制度化され，明治中期に入りやっ
と飛躍的教化があった 11）。大正 5（1916）年までに寺
院 130 説教場 122 と成長した。平成元年現在，寺院数
は 355 で全国の 3.3％を北海道で占めているにすぎな
い。

Ⅴ．北海道における曹洞宗寺院の分布
　曹洞宗寺院の地理的分布と変遷を考察したい。現在
の分布状態を支庁単位でみると，宗谷支庁，留萌支庁，
根室支庁，釧路支庁，渡島支庁において，全寺院中の
曹洞宗寺院の占める割合が最も高くなっている。道南
では，曹洞宗寺院が 154 寺建立されており，真宗大谷
派（123 寺）や真宗本願寺は（69 寺）の寺院数を大き
く上回っている。特に，渡島における曹洞宗の宗勢は
強く，全寺院の 4 分の 1 以上を占める（58 寺）。逆に
その率が低い支庁は，内陸の上川・十勝・空知・石狩
である。この 4 支庁には，北陸からの 47 の団体が入
植してきているために曹洞宗寺院の率が低くなってい
ると思われる。図 4 をみると，函館を中心とした函
館平野と亀田半島沿岸では，真宗大谷派と比べて寺院
分布は濃密になっているのがわかる。後志の小樽市を
始め積丹半島や寿都湾岸に多く，真宗系の本拠地，石
狩平野を中心とする水田地帯でも良く宗勢を伸ばして
いる。真宗大谷派の勢力が弱い道東（29 寺）の根釧
台地でも 34 寺建立されている。他宗派に比べて北海
道により均等に分布しているのが最大の特徴といえよ
う。

図3　北海道における真宗本願寺派寺院の分布（1989 年現在）
　　　正信会創立 15 周年記念寺院名簿により作成。

図4　北海道における曹洞宗寺院の分布（1989 年現在）
　　　正信会創立 15 周年記念寺院名簿により作成。
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　曹洞宗の特質は，只管打坐を生活の基盤として，安
心立命の生活を送れるように努力することであり，太
祖宝山以後，呪術等の密教的要素を加味し大衆宗教と
なった（秋月，1970）。北海道開教は，僧隋芳が 1469
年，奥尻島に 1 寺建立したことに始まる。松前藩時代
には，禅宗では曹洞宗だけが布教を許され，真宗大谷
派が松前藩 12 代の資広と特約を結ぶまで，松前家と
最も関係深い宗教であった。明治以前に開基した寺院
数は 40 寺で，真宗大谷派より 7 寺多い。明治元（1868）
年から 20（1887）年までに 41 寺増え真宗大谷派より
2 寺多いが，明治 21（1888）年から 30（1897）年ま
でに 66 寺しか増えなかった。真宗大谷派はこの期間
に 127 寺増えている。
　この時期に曹洞宗が勢力をのばせなかった原因は何
であろうか。まず第 1 に明治 29（1896）年まで継続
した内紛のため他派よりも布教が遅れたこと，第 2 に
この時期の開拓者の出身地は，富山を筆頭に北陸出身
者が多かった（東北出身者の増加は，明治 38 年以降）
ことがあげられる（図 5）。従って明治 32（1899）年
以後，海岸部の農魚村への布教は行われず，本格化す
るのは明治 40（1907）年以降になったと思われ，明
治 31 年（1898 年）から 45（1912）年までには，98
寺増加し（真宗大谷派は151寺）合計245寺となった（真
宗大谷派の合計は 355 寺）。この他に忘れてはいけな
いのが月形に存在する北漸寺であり，ここは空知地方
の曹洞宗寺院進出に多大な影響を与えた。福井県の永
平寺を本寺とし，末寺を 11 持つ格式ある寺院である。
また， 樺戸監獄集治監の囚人により造られた寺院とし
ても有名である（鶴原編，1984）。真宗大谷派が伸び
悩んだ大正時代に曹洞宗寺院 98 寺が全道に建立され，
確固たる宗教的な位置を占めるようになった。

Ⅵ．その他の仏教宗派寺院の分布
　北海道における日蓮宗は，室町後期に本満寺の日尋
が，現在松前にある法華寺を開いたことに始まる。江
戸時代，日蓮宗は松前家から帰依を受けることが無く，
大きく発展することが出来なかった。明治以前に 12
寺が創建され，大正 5（1916）年まで寺院 60，説教所
65 と伸びたにすぎない。開拓移民母集団での日蓮宗
宗勢は弱く，日本における日蓮宗寺院全体の 22.5％を
占めるだけである。
　北海道において室町中期に出現した高野山真言宗
は，中世，松前家（4 代まで）が武運隆のため祈祷宗
教を求めたことから，宗教基盤を固めた。しかし，曹
洞宗の出現により傍流となった。北海道における真言
宗寺院のうち，明治以前に起源を持つのは 9 寺である。
開拓移民母集団を形成する地域での高野山真言宗寺院
は，全体の 17.7％しか占めていない。だが徳島県の高
野山真言宗は，県全寺院の 4 割を占めることからも北
海道の高野山真言宗の宗勢に強い影響を与えたと思わ
れる。明治 31（1989）年から 45（1912）年までに 26
寺建立され，大正時代，僧侶の定着が札幌から旭川に
かけての地域で顕著となった。この期に 30 寺が創建
されている。高野山真言宗は，昭和 9（1934）年から
道東・道北への布教が強化され，昭和期に 42 寺の建
立をみるに至った。
　北海道における浄土宗の布教は，天文 2（1533）年，
了緑が，松前郡福山に 1 寺（光善寺）建立したことに
始まる。松前家との結び付きは常に弱く干渉も受けな
かった。浄土宗は，阿弥陀仏の本願を信じ，仏の名号
を唱え，極楽浄土に往生することに目的がある（川崎・
笠原編，1964）。江戸時代に浄土宗は，道南地方沿岸
部の魚業と結び付き他宗を抑えて寺院数 1 位となっ
た。しかし明治 20 年代，補助金を伴った布教がなさ
れたが，他宗派に押され思うように進展できず現在に

図5　出身地区別北海道移住者数の推移　桑原（1968），北海道開拓記念館（1976）を参考に作成。
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至っている。また，浄土宗は宗勢の強い地域からの移
民が少なかったことも進展出来なかった理由である。
開拓移民母集団を形成する地域での浄土宗寺院は，全
体の 21.7％しか占めていない。
　日蓮宗寺院は，札幌・函館・室蘭市に集中し，苫小
牧では 4 寺建立されている。留萌支庁では本願寺派よ
り上回り，比較的海岸側に建立されている。高率を示
す胆振・渡島・日高でもその傾向が強い。高野山真言
宗は，空知に卓越し，上川・釧路支庁では，日蓮宗よ
り宗勢は強く，旭川・釧路・小樽市における分布の集
中が見られる。浄土宗は，後志・渡島・檜山・宗谷・
留萌の海岸側に建立されているのが特色（以上の支庁
で 83 寺を占める）である。

Ⅶ．北海道における仏教寺院の分布
　本報告で明らかになったのは以下の事である。北海
道における寺院は，浄土真宗系が全体の 43.4％を占め，
次に禅宗系が 20.9％を占める。真宗大谷派は全体的に
みると豊穣地域に分布し，海岸平野に人口が集中して
いる地域では曹洞宗より寺院数は劣勢である。道南に
は曹洞宗 154 寺，真宗大谷派 123 寺が建立されている
が，本願寺派は 58 寺のみである。これは，本願寺派
が江戸時代に松前藩から排斥されたためにおこった分
布現象である。浄土真宗系卓越地域の北陸からの移民
者は（明治 19（1886）年から大正 11（1922）年まで），
全移民の 26.3％を占め，曹洞宗卓越地域の東北からの
移民者は 41.4％を占めている。このことは曹洞宗寺院
の優位性を生む要因となるべきものであるが，明治
29（1896）年まで続いた曹洞宗の宗争と東北出身開拓
者の出遅れにより真宗の宗勢に及ばなかったと考えら
れる。
　なお今後は，寺院と地域生活の関係を細部にわたり
調査して，各宗派の宗勢を齎した要素が何であったの
かを深く探って行くことを課題としたい。
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注
1）　日本（平成元（1989）年現在）の仏教は，全国寺院名鑑を

もとに算出すると，真宗系（22,448 寺，29.2％），禅宗系（21,418
寺，27.8％），日蓮宗系（6,734 寺，8.7％），真言宗系（12,536
寺，16.3％），天台宗系（4,248 寺，5.5％），その他（1,308 寺，
1.7％）である。

2）　真宗本願寺派が 35.6％を占めるため，東西本願寺で浄土真
宗系の 86.1％を占める。

3）　現在は総合振興局となっているが，論文の用いる資料の年
代に併せて支庁とする。寺院分布・宗勢の展開・各宗派の

占める割合を支庁単位で説明することには多くの問題点が
あるものの，藤岡編（1974）を参考にして便宜上この方法
を使用した。また，ここで系統別という言葉を使用してい
るが，これは仏教各派別を意味し，具体的には，浄土真宗系，
禅宗系，浄土宗系，真言宗系，日蓮宗系，天台宗系等をさし，
そのなかには多くの宗派がある。

4）　『北海道拓殖誌』，『北海道移民政策史』，『移住者成績調査
第 1 篇』の統計による。なお大正 11（1922）年で開拓ピー
ク期終了，昭和 10（1935）年以後冷害凶作が続き満州への
移民が開始されるに及んで北海道開拓移民の歴史は終了す
る。なお，開拓移民の歴史の資料解釈では，永井（1966），
桑原（1968），北海道開拓記念館（1976）を参考にした。

5）　浄土宗の教団の成り立ちについては，大野（1961），川崎・
笠原編（1964），武内・梅原編（1969），田村（1969），赤
松（1985），松野（2000）に詳しい。

6）　藤木編（1964），須藤（1966），真宗大谷派北海道教務所編
（1975）などによる。

7）　明治３年に現如上人により創立された現在の真宗大谷派札
幌別院が，これに当たる。

8）　札幌市の 1920 年における人口は約 10 万人であった。それ
が 1950 年に 30 万人，1955 年に 40 万人，1960 年に 50 万
人に達し，さらに周囲町村の合併を進めて 1970 年には 100
万人を突破した。寺院の増加は，この人口増加に対応した
ものと考えられる。

9）　小野（1967a）による。
10）藤木編（1964）によると，専念寺は本山より木仏本尊・寺

号許可状を受けようとしたが，秋田の有力寺院浄願寺によ
り押さえられたため，専念寺は松前家に願い出て松前家が
本尊を本山よりもらい専念寺に渡して事なきを得たとされ
る。

11）小野（1967b）による。
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